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ABSTRACT

A 140MeV S-band linac characterized by relatively high accelerating gradient

and compactness has been constructed at Osaka University,and is under nearly

full power operation. There are three Acc.W/G (one Зш long and two 2m),to 

which rf is supplied from three different klystrons of a power of 35MW sepa

rately. The characteristics of the components of this accelerator have been 

investigated. The maximum beam energy for zero beam current has been evaluated 

to be 122.5 MeV for a total input rf-power of 81MW. The шахішиш accelerating 

gradient of 19.3MV/m has been achieved in the 2m waveguide.

阪 大 S バ ン ド ラ イ ナ ッ ク の 現 状

1 . はじめ に

阪 大 産 研 で は 、 既 設 の 单 バ ン チ ラ イ ナ ッ ク を 用 い た 放 射 線 物 理 ♦化 学 の 研 究 の 他 に 、 

複 合 照 射 に よ る 多 重 励 起 ♦電 離 と 照 射 効 果 、 放 射 光 、 低 速 陽 電 子 の 発 生 、 _ 由 電 子 レ ー  

ザ 一 な ど の 新 規 の 研 究 を 行 う た め に 、 数 年 前 よ り 高 電 界 加 速 方 式 の 1 4 0 M e V  ♦ S バ 

ン ド 電 子 ラ イ ナ ッ ク の 建 設 を 行 っ て き た 。 本 研 究 会 で は ラ イ ナ ッ ク の 計 画 、 建 設 途 中 の  

各 種 テ ス 卜 な ど を 既 に 報 告 し た が 、 今 回 は 加 速 管 の エ イ ジ ン グ と ビ ー ム 特 性 な ど 現 状 を  

報 告 す る 。

2. S バ ン ド ラ イ ナ ッ ク の 概 要

本 ラ イ ナ ッ ク は 設 置 場 所 の 関 係 か ら 、 20MeV/m以 上 の 高 電 界 加 速 を 行 う こ と 、 並 び に  

ク ラ イ ス 卜 ロ ン 変 調 器 （サイズ:2100ІШПХІ150ПШХ 2600mm) の 充 放 電 回 路 を 油 タ ン ク 内 に お  

さ め る こ と に よ り 全 体 を 小 型 化 し た 。 入 射 系 は 電 子 銃 （EIMAC:Y-796) 、 プ リ バ ン チ ャ ー  

(単 ギ ャ ッ プ ）、 バ ン チ ャ ー （定 イ ン ピ ー ダ ン ス ）、 6 個 の 集 束 コ イ ル 、 主 加 速 部 は 3 

m l 本 と 2 m 2 本 の 連 続 定 勾 配 形 加 速 管 （三 菱 電 機 ） に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 加 速 管  

に は 、 そ れ ぞ れ 3 5 M W の ビ ー ク 出 力 が 得 ら れ る P V —  3 0 3 5 ク ラ イ ス 卜 ロ ン （三 菱  

電 機 ） が 接 続 さ れ て お り 、 入 射 系 を も 含 め て 総 全 長 約 1 2 m で 1 4  0 M e  V (at 0A) の 

エ ネ ル ギ 一 が 得 ら れ る 。 （図 1 )
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図 1 S バ ン ド ラ イ ナ ッ ク の 搆 成 図

3 . 加 速 管 の エ イ ジ ン グ

加 速 管 の エ イ ジ ン グ は R F 電 力 に よ る 電 場 を 用 い て 行 っ た 。 カロ速管を組み立てた後、 

約 1 週 間 常 温 で 排 気 を 行 い 、 そ の 後 パ ル ス 幅 3 y S , 繰 返 し 1 О P P S の R F 電 力 を 徐  

々 に 増 加 さ せ な が ら 加 速 管 に 供 給 し た 。 こ の 時 、 真 空 度 は 平 均 し て 1 0  一7Torr程 度 を 保  

つ よ う に 注 意 し た 。 図 2 は R F 電 力 と 、 エ イ ジ ン グ 時 間 の 関 係 を 2 m 管 と 3 m 管 に つ い  

て 示 し た 。 約 2 0 M W 以 下 の R F 電 力 に お い て 加 速 管 の エ イ ジ ン グ 時 間 は 、 指 数 関 数 的  

に 増 加 す る が 、 そ れ 以 上 で は し ば し ば 加 速 管 内 で 放 電 が 発 生 し 、 そ の 結 果 所 要 時 間 が 大  

幅 に 増 大 し た 。 加 速 管 が 3 0 

M W の R F 電 力 に 耐 え ら れ る  

ま で に は 、 約 2 0 時 間 の エ イ  

ジ ン グ が 必 要 で あ っ た 。 しか 

し、 放 電 が 完 全 に 止 る ま で に  

は 更 に 長 時 間 必 要 で あ る 。

バ ン チ ヤ 一 -が 付 随 し て い る  

3 m 加 速 管 に つ い て は 、2 m  

管 よ り も 約 4 倍 の エ イ ジ ン グ  

時 間 が 必 要 で あ っ た 。 そ の 原  

因 と し て デ ィ ス ク 数 が 多 い こ  

とと、 バ ン チ ャ ー 系 が 附 属 し
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図 2 2 m, 3 m 加 速 管 の エ イ ジ ン グ 特 性
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た た め に 、 排 気 抵 抗 が 大 き く な っ た 影 響 を 受 け て い る と 思 わ れ る

4 . ビ ー ム 特 性

ビ ー ム 特 性 の 測 定 は 、#  3 加 速 管 出 口  

に 取 り 付 け た 分 析 磁 石 と 、 ス リ ッ 卜 付 き  

ビ ー ム コ レ ク タ ー を 用 い て 行 っ た 。 図 3 

に 定 常 モ ー ド （パ ル ス 幅 1 . 5 / / S ) に 

お け る ビ ー ム ロ ー デ ィ ン グ カ ー ブ を 示 す <

こ の 結 果 か ら 、 3 本 の 加 速 管 で 加 速 さ れ  

た 最 大 エ ネ ル ギ ー は 、 1 2  2. 5 M e  V 

で あ っ た 。 同 様 に 第 1 ，第 2加 速 管 で 加  

速 し た 場 合 に は 8 6Ме V 、 第 1 加 速 管  

の み で は 4 8Ме V で あ っ た 。 ビームロ  

一 デ ィ ン グ の 理 論 値 か ら 、 R F 電 力 の 合  

計 は 、 8 1 M W ど な り 、 3 本 の 加 速 管 へ  

の 配 分 は 、 そ れ ぞ れ 2 5 M W  ( # 1 ) ,

3 0 M W  (# 2 ) , 2 6 M W  (# 3 ) と 

推 定 さ れ る 。 ま た こ の 測 定 か ら 2 m 管 で  

の 加 速 勾 配 は 、 1 9 .  ЗМѴ/ m であっ  

た。 こ れ は 現 在 の と こ ろ 国 内 に お い て 最  

大 の 値 で あ る 。

エ ネ ル ギ ー • ス ペ ク ト ル の 半 値 幅 は 、

1 . 9 % 〜 3. 7 % が 得 ら れ た 。 P F N  

の 調 整 に よ り 更 に 改 善 が 可 能 で あ る と 思

わ れ る 。 ビ ー ム の ビ ー ク 電 流 は 5 6 0 m A ま で 加 速 を 行 っ た が 、 ス べ ク 卜 ル が 悪 く な る  

よ う な 傾 向 は 見 ら れ ず 、 更 に 電 流 を 増 加 さ せ る こ と は 出 来 る と 思 わ れ る 。
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5 . まとめ

1 4 0 M e V  • S バ ン ド 電 子 ラ イ ナ ッ ク は 、 最 終 目 標 で あ る #  3 加 速 管 系 統 ま で の 組  

立 が 完 了 し 、 ビ ー ム テ ス ト の 結 果 、 1 2 2 .  5МеѴの 最 大 エ ネ ル ギ ー が 得 ら れ た 。 こ 

の 時 2 m 加 速 管 で の 加 速 勾 配 は 、 1 9. ЗМѴ/ m で あ っ た 。 今 後 、 更 に マ イ ク ロ 波 の  

伝 送 損 失 を 改 善 す る こ と に よ り 、 設 計 目 標 の 1 4  О М e V の エ ネ ル ギ ー ま で 近 づ け る 予  

定 で あ る 。 又 よ り 質 の 良 い ビ ー ム を 得 る た め に 、 電 子 銃 、 変 調 器 な ど の 改 良 を 現 在 、 検  

討 中 で あ る 。


